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2019 年 7 月、日本のコカ·コーラシステムは、
「容器の 2030 年ビジョン」を更新し、新たな環
境目標を策定しました。「容器の 2030 年ビジョ
ン」（右図）には大きく「設計」「回収」「パート
ナー」という 3 本柱がありますが、今回は「設計」
について述べます。

「設計」においては、容器の原料や形状をサス
ティナブルなものにしていくことに注力します。

 日本国内で重視しているのは、飲料などで使
用した PET ボトルを回収・リサイクル処理した
上で、PET ボトルとして再生するという「ボトル
to ボトル」の推進です。

この取り組みにおいては、従来の目標を大きく
前倒しして、新たに次の数値を掲げています。

①2022 年までにリサイクル PET 樹脂の使用
率 50％以上を達成し、2030 年には「ボトル to
ボトル」の割合を 90％まで高めます。②2025 年
までには、日本国内で販売するすべての製品の容
器をリサイクル可能な素材へ変更し、また同年ま
でにすべての製品の PET ボトルにサスティナブ
ル素材（リサイクルPET樹脂または植物由来PET
樹脂）を使用します。③2030 年までには、サス
ティナブル素材の割合を 100％とすることで、新
たな化石燃料を使用しない容器の、完全導入を目

指します。
「ボトル to ボトル」を推進するには、少しで

もきれいな状態で回収することが大切です。
使用後の PET ボトルのキャップ・ラベルを外

した分別を促進するなど啓発活動にも努め、様々
なパートナーと連携し廃棄物ゼロ社会を目指し
て参ります。

千曲市地球温暖化
対策協議会では、毎年
市内小学生の環境意
識の向上を図ること
を目的に環境冊子「み
んなでチャレンジ！
エコノート」を配布し
ています。

エコノートの配布
に併せ、希望する小学
校に出向く、エコノー
トを活用した「地球温
暖化の環境学習」を企画し、今年度は埴生小学校
４学年、戸倉小学校４学年、上山田小学校４学年
の３校で昨年秋に実施をしました。

児童の皆さんは、クイズを交えながらの環境学
習において、地球温暖化の原因・影響・対策など
の話を興味深く聞き、自分たちができる温暖化対
策を考え発表しました。

エコノートの取組みの記録欄には、自分で考え
た対策を書き込み、１日の終わりに出来たかどう
かを記入します。

学習の終わりには、千曲市地球温暖化対策協議
会の会長から児童の皆さんに、地球温暖化対策リ
ーダーの委嘱状が手渡され、全員が学校や家で先
頭に立って温暖化対策に取り組むことを約束し
てくれました。

当協議会では、次世代を担う子ども達が、地球
温暖化について学び・行動することが、温暖化防
止に有効であると考えており、今後もこのような
活動を継続していきます。

（千曲市地球温暖化対策協議会 相沢賢一）

＜寄稿＞ PET ボトルの「ボトル to ボトル」を推進 北陸コカ・コーラボトリング㈱

＜寄稿＞ 千曲市内小学校で 「地球温暖化の環境学習」 を実施しました

・容器の原料や形状をサスティナブルな
ものにしていくこと

・ボトル to ボトルの推進
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―――――――――――🌍🌍地球温暖化防止活動推進センター通信🌎🌎―――――――――――

○県 推進員密着レポート📷📷 エシカル学習会「大豆でフルコース」 

月 日（日）長野市のふれ
あい福祉センターで、エシカル
学習会「大豆でフルコース」に
参加、講師を務めた県推進員・
渡辺ヒデ子さん（ 法人みど
りの市民）に密着しました。
まず”エシカル”とはなにか、

クイズを交えたレクチャーを受
けた後、調理室に移動。エプロ
ンに三角巾をつけた約 名の
参加者が 班に分かれ、同法人
メンバーが育てた大豆を使っ
ていよいよ調理実習。
担当したメニューは「豆腐の

酢豚風」。凍らせた豆腐を解凍
して一口大に切り、水気を手で
絞ったら下味をつけ、多めの油
できつね色になるまで焼いて、
野菜と一緒に炒めました。
メンバーの方々が予め用意してくださった

品々もあわせ、大豆づくしのフルコースを、隣

の和室で味わいました。酢豚風
はスポンジ状の豆腐に味が浸み
込んで美味しいと評判でした。
試食しながら、自己紹介兼情

報交換。特に多かった感想は、
「大豆でこんなにたくさんの料
理ができるなんて！早速家で試
したい」「大豆の自給率が
とは驚いた」。
サラダ油等の原料となる油糧用を
除く食品用に限ると自給率は

渡辺さんは、調理実習を通し
て”エシカル消費”に触れ、暮ら
しのなかでのちょっとした選
択が地域を元気にし、持続可能
な社会につながることを、楽し
く学んでもらえたら、と話され
ていました。堅苦しく大仰に考
えず、できることから少しずつ

ライフスタイルを見直すいい機会になりました。
（県センター 田中陽子）

〈○市 センター〉推進員研修を開催しました
月 日（火）、令和元年度第 回推進員

研修を協会会議室で実施しました。研修内容と
しては、昨年 月に福井市内で
開催された「中部ブロック合同推
進員研修会」の報告、新しい実験
機器の紹介、 ドキュメンタ
リー スペシャル「気候クラ
イシス 特別報告書からの
警告」の視聴などを行いました。
合同研修の今回のテーマは「推進員と地域セ

ンターがコラボしてやれる事業を企画しませ

んか」で、基調講演、ワークショップの様子な
どを、参加した職員から報告しました。

新しい風力発電実験機器（でん
まね☜写真）は、うちわでプロペ
ラを回して発電させた電力量を
画面に表示できるもので、具体的
な数字として結果をお伝えでき
ることから、わかりやすく、競い
合いながら楽しむこともできる

と期待しています。
（市センター事務局長 宮沢博）

 

 

 

 

 

 

 
＊バタリーケージに詰め込まれるのではなくニワトリが自由に動き回れる状態 

 

 

 

かきたま汁
動物福祉に配慮して、ケージフリ
ー*の平飼いの卵を使用。

黒豆おこわ

まるでチーズ（豆腐のみそ漬け）

玉ネギドレッシングの豆サラダ

コールスロー豆ゴマサラダ

豆腐を肉代わりに 酢豚風
ゴミ減量のため、ニンジンは皮つ
き、ピーマンも種つきのまま調理。
玉ネギは皮をぬらさずにむいて持
ち帰り、スープをとるそう！

フェアトレード認証コーヒー

エシカル消費とは… 
エシカル=ethical（倫理的な） 
① 環境 
② 人や社会 

フェアトレード(公正･公平) 
③ 地域 地産地消・伝統工芸品 
④ アニマルウェルフェア=動物福祉 
⑤ 紛争のない鉱物資源 レアメタル 
等に配慮した消費 

 

本日のメニュー 

プルプル豆乳抹茶プリン

 
渡辺推進員 
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